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1　はじめに一本論考の意図するところ一

グローバリゼイショソが地球上を取り込んで，さ

まざまな価値をもった国や文化，宗教などを統一的

な基準の下に支配しようとしている。もちろんここ

で言う基準とは資本主義市場における共通の価値で

あることは議論の余地はあまり無い。将来の歴史家

が，この21世紀を特徴づけるかもしれない現状を我々

はどのように理解し，評価していけばいいのか。ま

た，この現実のなかで，人はどのような生き方の選

択が可能なのか。私たちはこの途方もない大きな，

そして避けて通れない問題を考える視点を教育学，

政治学，歴史学また文学などの分野から見いだして

みようとこの考察を始めるものである。

実はこの議論は，新潟大学教育人間科学部学習社

会ネットワーク課程の国際交流事業を始めるにあた

り，担当スタッフが話し合ったものである。21世紀

のグローバル社会の中でそれなりの社会的責任を担

いきれる人材養成は，学習社会ネットワーク課程の

設立当初の目標であった。北京師範大学との人的関

係があったことをきっかけに，2001年より具体的な

交流事業は開始された。2004年に教育人間科学部と

北京師範大学教育学院との間で学部間協定が結ばれ，
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2006年度には第5回の交流事業が計画されている。

実際事業のこのような積み上例ま，参加した学生は

もちろんのこと教官スタッフにも一定の知的蓄積を

なしており，学生指導などに生かされている。本論

はこのような経験を基底とし各分野の専門的知見か

ら「グローバル化社会における教育文化」をどのよ

うに考えていくのかを論じていく。第1回目として，

相庭，向山，宵蘭の3名が各専門分野からこの間を

論じていきたい。

2　ゲローバル化社会における生涯学習を分析

Lていく視座について

（相庭　和彦）

（り　我が国における「ゲローバル化」の歴史的認

識

1991年米ソ冷戦構図の崩壊以降，文化・宗教など

ふくめたすべてのものを一つの価値に飲み込もうと

グローバリゼイショソの波は地球上を覆い尽くしつ

つある。この価値観を作り出す原動力は，もちろん

市場の力である。自由と平等という理念の旗印の下，

市場を原動力とした資本主義は，社会主義というラ

イバルが自己崩壊していったことを契棋に自己の歴

史的正統性を緊張感を持って証明する必要を失い，

国境をこえ，どの場所にも通用する市場的価値をそ

こで生活する人々に学習することを迫っている。

グローバル化進展の過程は市場的価値の統一過程

であるのだが，実際には，各地域の歴史的文化的相

違にある程度即して進展していぐ1）。日本の場合，
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｢ 国際化社会の 到来｣ が 叫ばれ
,
それを教育の 場 で

取り入 れ学習カ リ キ ュ ラ ム 化す る こ とは ,
｢ 英語学

習を推し進める｣ ことと して 考えられる場合が 多い ｡

実際の 生活の 中で起 こ っ て い る グ ロ ー バ リ ゼ イ シ ョ

ソ は
,
全 く違 っ て い る の に , 国際化 - 英語力 (｢ 外

国人｣ とは な しが で きる) 程度の 認識で ある｡ 日本

社会が たたされて い る国際的位置が ,
い ま どの よう

なも の な の か ｡ 日本社会が世界資本主義の 中で どの

ような期待が なされて い る の か ｡ など の 疑問はあま

り問われない ｡ 実際の 生活の 中で 衣料品 ･ 食料品そ

して 電化製品などの 生活必需品の 多くが 近隣の ア ジ

ア 諸国 で つく られて おり, そ れ を消費して い る に も

か か わらず
, 人 々 はそ の生産関係に つ い て は関心が

ひく い ｡ こ れをや や 強引にまとめ ると , 意識 として

国際化に つ い て は 疎い に も関わらず
, 実際の 生活世

界の 国際化が 先行して い るとみ る こ とが で きる ｡ つ

まり多く の 日本人は, グ ロ ー バ ル 化社会に中で 生活

して い る の も関わらず生活意識と して はそ の 社会現

象か らか け離れた ままで 日常を送 っ て い ると もい え

る の で ある ｡ こ の ような現状が い つ か ら始ま っ た の

か , また, ど の ような原因に よ る の か ｡ こ の 点は日

本社会の グ ロ ー バ ル 化を考える上 で大きな問題で あ

る ｡

大 きくみれば, 日本人 の 政治意識によ る ｡ 平均的

な国民の認識に おい て は , 外交など生活世界の 中で

話題に上 る国際的事項は政府が担当する こ ととする

意識が つ よく , 住民 の 問題として 国際関係に 関心 を

寄せ る機会が少なか っ た ｡ 歴史的に は 第二次世界大

戦以前外交は
,
天皇 の専権事項 で あ っ た し, 戦後で

は政府にお い て も多くの 国民におい て も外交と はア

メ リ カとの 関係で あ っ た｡ 他国との 民間外交と い う

考え方もあ っ たが ,
それ は限りなく小さか っ た ｡ そ

の ため
,
多く の 日本人 にと っ て ｢ 外国｣ と交流する

こ とは ｢ 一

生 に
一 度か 二 度｣ くらい の 意識で あり ,

そ の うえ戦後政府お よび マ ス コ ミ等の ア メ リ カ重視

の 姿勢は ,
おおく の 国民に ア ジ ア の 視点を持 つ こ と

の 意義をあまり考えさ せる こ とが なか っ た ｡

1 9 6 0 年代の急速な高度経済成長は, 日本の 国内市

場を成長させ た｡ 1 9 72 年に おけるオイ ル シ ョ ッ ク は

こ の経済成長を終悪させ る ｡ こ の 年, 日本 の輸出産

業は自動車が鉄鋼産業を抜 き第 1 位に お どりで る ｡

国民の所得は池田勇人内閣の 提言に 沿 っ て ある程度

豊か に な っ て きた ｡ しか し, 高度経済成長と輸出産

業 の転換は, 国民 の 生活ス タ イ ル に 大きな影響を及

ぼ して きた ｡ 多くの 生産性を確保するために 労働者

の まとま っ た労働時間を確保し
,
そ の成果を輸出製

品に 転換する構造は
,
そ こ で はた らく労働者自身の

より効率的な メ ン テ ナ ン ス を必要とす る｡ 具体的に

は仕事の 後, 家で の 休息が 労働者自身の メ ン テ ナジ

ス の場 で あ っ た｡ そ こ を専業に ｢ 守る｣ 存在が 主婦

で あり, ち ょ うどこ の 高度成長期が , 同時に性役割

分業を強く も っ た 近代家族 の 完成期 で もあ っ た ｡ 日

本 の産業が 世界資本主義経済の 中に
,
後 の 主軸とな

る自動車産業を輸出の 中核に 据え ,
グ ロ ー バ ル 化 し

ようとした まさに こ の 時期
, 家族とい う ｢ 内向き制

度｣ が, 多く の 国民の 生活基盤とな っ て い っ た｡ さ

しあたり ｢ 豊か｣ に な っ た 収入 をもとに した家族単

位の ささや か な消費行動は
, 多く の 国民 に経済成長

を実感させ た ｡ そ の ため 国民 の 関心事はより身近な

方向をむき ,
グ ロ ー バ ル なも の の考え方か ら距離が

あ っ た ｡

こ の ような状況下 で ｢ 国際化｣ の 主張は ,
1 9 6 0 年

代後半か ら の べ トナ ム 反戦闘争の 中に見 い だす こと

が で きる｡ 1 9 6 4 年 8 月か らの ア メ リ カ政府の べ トナ

ム - の 全面的 介入 は
,
そ の 出 口す ら見 い だせ ない ま

ま ア メ リカ 国内における反戦運動に直面す る｡ そ れ

は ア ジ ア の 出撃基地 で あ っ た 日本 に も飛び火し, 日

本国内に も ｢ べ 平連｣ などの 反戦団体が結成され
,

べ ト ナ ム 反戦運動は世界的なうね りとな っ て い く｡

だ が こ れらの 運動 は生活世界を巻き込ん だ平和運動

と い うより も, 市民 的政 治運動の 側面が 強く ,
｢ 自

ら の生活に と っ て ア ジ ア の 平和とは何か｣ と い うき

わめて基本的な問題を十分に 深められなか っ た｡

そ の 後 ｢ 国際化｣ が 本格的に取 り上 げられる の は
,

1 9 8 3 - 5 年中曽根内閣の 時設置された臨時教育審議

会か らで ある ｡ こ の 会議で は, ｢ 世界の 中の 日本人｣

を合い 言葉に ,
｢ 生涯学習の 重要性｣ ,

｢ 教育の 自由

化｣ とならん で ｢教育の 国際化｣ フう¥旨摘され て い る ｡

こ れ以降, 教育界で も ｢ 国際理解教育｣ ある い は

｢ 多文化理解教育｣ な ど後の グ ロ ー バ ル 化社会を予

感させ る教育が注 目され始め る ｡ そ し て , 1 9 8 6 年後

半か ら始ま るバ ブ ル 経済は
,
土地を担保とした好景

気と円高を反映して 多く の 日本人に 余暇利用 の機会

を広 げ
,
そ こ には外国族行な どの機会もひ ろが っ て

い っ た ｡ 個人旅行の ガイ ドブ ッ ク 『地球 の 歩き方』

( ダイ ヤ モ ン ド社) も出版され
,
個人 で 買える格安

航空券が 販売される ように なる の も, こ の 時代で あ

る ｡

だ が
, 実際生活世界で の 住民意識の ｢ 国際化｣ は

十分に進まず ,
バ ブル 崩壊後1 9 9 0 年代の ｢ 失われた

1 0 年｣ が始ま るの で ある ｡ 多く の 企業が 不良債権を

抱え , 不況 に あえい で る中, 世界は I T 時代とすす
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み , そ の 情報技術が , 現実と して 国家の垣根を崩 し

て い く｡ 冷戦構造無き世界は, 資本主義経済の 独壇

場 で あり, 情報と マ ネ
ー

を い かに はや く効率的 に把

握 し
,
動か して い くか が きわめて 重要な課題となる ｡

I T 技術を駆使する能力,
そ こ で 飛び交う情報を判

断す る能力, そ し て 意思疎通 の ため の ツ
ー

ル と して

の 言語など, か つ て
一

部 の企業戦士が 理解 して い れ

ばよか っ た ｢ 知識｣ が イ ソ タ - ネ ッ トを利用 して誰

に で も必要とな っ た ｡ 情報化社会とよばれる社会は ,

そ の 実 グ ロ
ー バ ル 化社会と して人 々 の 前に 現れ た の

で ある ｡

(2) グ ロ ー バ ル化社会における生涯学習の位相

今日 日本と 中国との間に は歴 史認識を巡り大きな

隔たりがある｡ こ の 話題の 中心は, 靖国神社 の公式

参拝問題で ある｡ そ れ は, 公式参拝を公約に 内閣総

理大 臣とな っ た小泉首相の 靖国参拝 をき っ か 桝 こア

ジ ア 諸国
一

特に 中国, 韓国
-

が そ れ を批判 し, 日 本

と中国 ･ 韓国首脳 が会う こ とが で きなく な っ て い る

とい うもの で あ る ｡ マ ス コ ミ 報道で は,
- 総理 大臣

の政治的行動の 問題として 扱われ て い るが , 実態は

日本と中国 ･ 韓国 の 国民感情の 問題 とな っ て い る ｡

こ の 問題を手が か りに , 現代日本社会の グ ロ - パ ル

化と生涯学習の 意義を考えて 行きたい ｡ 日本社会が

意識の 面における グ ロ ー バ リ ゼ イ シ ョ ソと実際生活

を支える経済的国際化 ( あえて こ の ような表現を使

うと) のずれを有して い る ことば, す で に概観した ｡

これを学習課題と して どの ように押さえるの か と言

う こ とは重要な こと で あり ,
ま た , 我が 国における

生涯学習施策と グ ロ ー バ リ ゼ イ シ ョ ソ の 関連性 を問

う性格の もの で あると考える｡

中国
･ 韓国と日 本との 間で は ,

ア ジ ア ･ 太平洋戦

争に つ い て の教科書記述を巡 っ て しば しば政治問題

化 して きた｡ また
,
靖国参拝に つ い て も中曽根内閣

以降問題化した経緯はあ っ た ｡ だ が小泉内閣の 時起

きた問題は以前よりも深刻 で ある｡ ｢ 政冷経熱｣ と

中国側が指摘して い るように ,
日本と中国の経済的

関係はきわめ て 深い も の に な っ て い るに もか か わら

ず, 政治的関係が完全に冷えきて い る の で ある ｡ そ

れだけ で はなく
,
両国 の 国民感情に つ い て も ｢ 靖国

問題は 国内問題｣ とす る 日本対 ｢ 国内 で は ない ｡ 戦

争責任の 問題で ある｣ とす る中国 ･ 韓国とい う単純

図式化して きて い る の で ある｡ 当然, 前者は参拝は

肯定論となり, 後者は否定論で ある ｡

そ もそ も, 第 2 次世界大戦は世界史的理解で は,

1 9 4 5 年 8 月1 5 日, 日本が ポ ツ ダ ム 宣言を受諾 し, 無
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条件 降伏 をして 終結する｡ そ の 戦争は ア ジ ア 太平洋

地域に おける侵略戦争 で ある と理解されて おり ,
漢

た現実に もそ う で あ っ た｡ 日本軍が 太平洋戦争中占

領 した国と地域の 民衆は ,
日本軍が 侵略軍で ある事

実を否定 して い な い ｡ 中国 ･ 韓国の 主張だけ で はな

く ,
たとえば シ ソ ガポ ー ル の セ ン ト - サ島博物館に

もこ の こ とは展示されて い る ｡ しか し, 靖国 にある

｢ 世界最古の 軍事博物館｣ と自認す る ｢ 遊就館｣ の

歴史認識は異 なる ｡ そ こ で は1 5 年戦争を侵略戦争と

は認 め て い な い ｡ ま た 神社に は1 5 年戦争の 戦争指導

者も和られて い る ｡ そ れは東京裁判で 死刑判決をう

汁
,
執行された人た ちで ある｡

こ の ようなア ジ ア 民衆と日 本民衆の 歴史認識の づ

れは , 当然現代に始ま っ たわけ で はない ｡ 戦争に つ

い て 多く の 日本人 は, 被害者と して 戦争をと らえて

い たが
,
ア ジ ア に対する加害者として の 理解はほ ぼ

で きなか っ た｡ また ,
また戦後日本国民 は自国の 民

衆3 0 0 万人を犠牲に した戦争指導者に 対し, 自ら の

手 で そ の 責任を追及 で きなか っ た ｡ そ して 今そ の 指

導者が 和られた神社を現総理大臣が参拝する こ とに

つ い て
, 政治的 ･

国際的問題と して 考える思考を多

く の 我が国国民 は持ち得て い な い ｡ こ の こと は国際

化社会に なるま で 国内か らあまり国外に発信されな

い 問題で あ っ た｡ しか し, グ ロ ー バ 1) ゼ イ シ ョ ソ が

進むと国内世論もおの ずと国際的に注目されてくる ｡

つ ま り
, 国際的常識と国内の 世論の相違が 明らか に

なる の で ある ｡ まさに ,
グ ロ ー バ ル 化時代に 日本国

民 の 『孤高の 歴史認識』 (j j
一

健次) が 問われて いる o

グ ロ ー バ リ ゼ イ シ ョ ソ は
, 情報通信網と移動手段

の 高度な発展に よ る市場経済の 統
一

的過程 で あり,

同時に 各地域に おける独自文化 へ の 市場的価値 の浸

透過程 で もある ｡ だ が しか しそ れ はそ の 地域 の人 々

の 世界認識を問う過程 で もあると い える ｡ 情報と経

済の 交流は当然に人的交流を生産する ｡ そ こ に は国

際状況を理解す る力と共通の歴史認識を必要とす る

条件が 生まれるの で ある ｡ 生涯学習が グ ロ
ー バ ル 化

社会の 中で か なりの 市場価値を持て きて る こ とは周

知 の事実で ある ｡ 外国語の 学習などそ の典型で ある｡

こ れ は社会教育など公的機関に よる学習提供だけ で

はく
,
ビ ジネ ス と し て も成立 し

,
『駅前留学』 な ど

の ｢ 流行語｣ も生 ん で い る状況 で ある ｡ 公民館等 で

開講され て い た外国語講座もか つ て趣味 ･ 娯楽的学

習とい われ ,
生活課題型学習とは 別 の領域に分類さ

れ て い た ｡ だが ,
近年は自己 の ビ ジネ ス の 必要か ら

学習を して い く学習者も多く ,
そ れは生活と関わ る

もの になり つ つ ある｡ だ から, 成人向け外国語ス ク ー
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ル が ビ ジネ ス に なる の で ある ｡

そ れだけで なく
,
どう した らア ジ ア の 国 々 と友好

的な交流が で きるか も ビ ジネ ス と深く関わ っ て いる ｡

そ れは ,
日本企業に 勤務す る労働者が企 業が 多国籍

化したの で 海外勤務を して い くと い う こ とは もちろ

ん
, 国内にお い て も少子高齢化社会の進展に より労

働減少を外国籍の 勤労者 で補わなく て はならない と

い う現実もある ｡ こ の ような現実の 進展は 日本国内

で の み理解され得う る歴 史認識や文化認識に か なり

強い 圧 力をか け る こ とに なる .

つ まり, グ ロ
ー バ ル ゼ イ シ ョ ソとは

,
そ の 国家に

しか通用 しない 価値 ( 考え方) を , 地球的規模 で 理

解し得る価値意識に変革して い く動き で あり, そ れ

は歴 史認識は もち ろん の こと宗教, 生活習慣に い た

るま で 広範囲に 影響を及 ばす市場の統 一

過程 なの で

ある｡

(3) グ ロ ー

バリゼイシ ョ ンがどのような学習主体

をつくるの か

こ の ような グ ロ
ー バ ル 化社会に於 い て , 市民 は大

きく 二 つ に 分かれて い くと指摘され て い る｡ それは ,

グ ロ ー バ ル エ リ
ー

ト と言 い 表されて い る よう に , ち

は や
, 国民国家の枠を越えた 市場 を ビ ジネ ス の 舞台

と して 活躍 して い く人た ちと , 地域社会の 枠の 中の

み にと どまり
,
グ ロ ー バ リ ゼ ソ シ ョ ソ が ｢ 身近な問

題で ない｣ - ｢ 存在 しない｣ と考える経済的に 貧困

化 させ られた 人々 で ある ｡ グ ロ
ー バ ル 化社会の 中で

′ヒ涯学習施策が 特に重要視 しなければならい なの は
,

後者な の で ある.
一

方的に ｢ 国際基準｣ を押 しつ け

られ
,
生活の 危楼に 瀕する の も, またそ れ故 排他的

Lfi:論を生産 し, 国際的孤立化 へ の 道を止め る こ との

出来なくなる リ ス クを抱える のも, グ ロ ー バ リ ュ リー

ト で は ない ｡

こ の 問題 は生涯学習の原則的理解か ら考えると ,

生涯学習は ｢ 変化の 激 しい 現代社会に い か に適応し

て いく か｣ ( ポ ー ル ･ ラ ン グ ラ ン) と して 考え出さ

れ て きた の もなの だか ら
,
い か に こ の グ ロ ー バ ル 化

社会に適応 して い く の か とい う課題をまず背負う こ

とに なる. だ が ,
こ こ で

,
グ ロ ー バ リ ゼ ソ シ ョ ソ に

適応す るとは どの ような ことな の か , ま た ｢ 適応す

る こ と｣ で い い の か が問われ るだろ う｡ つ まり前者

に即 して 言えば
, 国際的基準を国内に入 れ る こ と で

国内産業が打撃をうえ, そ の 産業で生計を立 て る人々

の 生活を崩壊させ る か も しれない ｡ また後者に つ い

て みれば
,
そ もそ も グ ロ ー バ ル 基準が資本主義市場

経済に より生産され
■
る もの で あるとすれば

,
そ れは

世界最強の 資本主義国家で ある ア メ リ カ合衆国 の 基

準なの か もしれない ｡

こ の ような問題を加味した上 で グ ロ ー バ リ ゼ イ シ ョ

ソ と向か い 合う学習者を想定す ると
,
それは

,
グ ロ ー

バ リ ゼ イ シ ョ ソ に学習者が適応して い く こ とを原則

と して行く こ とに は少 し無理が あると い わ ざるをえ

ない ｡ 生涯学習 - ｢ 再生産の ため か
,
そ れと も抵抗

の ため か｣ を提起した E ･ ジ ェ ル ピ の 指摘で はない

が
,
ど の ように グ ロ ー バ リ化の 波に こ う して い く べ

きなの か ｡ ジ ェ ル ピ に従えば自己決定能力で あり ,

そ れ を支える自己決定学習で あ る｡ つ ま り, 国際化

社会の 方向性を見極 め る能力と自己が 生活す る社会

制度の 自己管理能力の 両方を必要として い る の で あ

る ｡

こ れを 日本社会の 国際化に即 して み て みよう｡ た

と えば
,
ア ジ ア の 中の 日本を どう考え る の か ｡ 2 1 世

紀にお い て世界最大 の マ ー ケ ッ トにな る ア ジ ア にお

い て 我が 国経済的位置は 高い ｡ しか し, 多く の 国民

の 国際的関心事は ア メ リ カに あり
,
歴史認 識が 国際

化社会に おい て 極めて 大きな関心事に な ると い う意

識は 低い ｡ ま して
, 第 2 次世界大戦認識に つ い て の

ア ジ ア 民衆との ズ レは
,
実は ア メ リ カや イ ギ リ ス

,

フ ラ ン ス な どの 欧米諸国と の ズ レ で もある の だ｡ ま

ず,
グ ロ ー バ ル 化 の基準に 適応させ て い く とは

,
こ

の ズ レを克服す る こ と で あろう｡ そ れは , 歴 史に対

す る 日本国民の 責任で あり
,
こ の 作業なく して我が

国 の 国際化はか なり困難 なもの に なろ う｡ で は , 産

業な どの基準は どうか ｡ たとえば , 農産物の 自由化

な どは
,
日本人 の健康の 問題と関わる ｡ こ れ に つ い

て は
一

人
一

人が生活を守る基準を学習に よ っ て 獲得

して い かねばならない もの で
,
グ ロ ー バ ル 基準 ( ア

メ リ カ基準) で 良 い の か 検討を要す る もの だ ろう ｡

グ ロ ー バ リ ゼ イ シ ョ ソ は
,
ほ ん の少し考えて も分か

る ように , 個人 の 歴史 ･ 社会認識と生活認識を厳し

く問う流れなの で ある ｡

こ の ようにみ て く ると生涯学習を単に グ ロ ー バ ル

化社会 - の適応と して 考え る こ とはで きな い ｡ ま た

逆に単純にそ れ - の 抵抗ともい い きれ ない の で ある ｡

グ ロ ー バ ル 化社会に於 い て 生涯学習は市民 の学習榛

会を提供す る制度と して運営され つ つ も, そ こ で 行

われる学 習は 国際認識 を総体と して 問う学習となる

の だ
( 2 )

｡
ロ ー カ ル な生活を送る個々 人に

, 彼
･ 彼女

らが好むと好ま ざる とに か かわ らずグ ロ ー バ ル 化社

会は , 国際的認識 の形成 を迫 る の で ある ｡ そ して
,

個 々 人は
,
自己 の歴史的社会的位置を グ ロ ー バ ル な

視野 で とらえる こ との で きる主体性を獲得す る こ と
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を課題 と して 受け取 らざるを得な い ｡ した が っ て ,

生涯学習が も しこ の ような社会的変動に貢献で きる

とすれば, ロ ー カ ル な個人 の おか れた社会的位置を

学習を通 して 認識 して い く学習を支援で きる理論と

制度を構想して い く こ と で あると考える o

註 記

(1) ｢ グ ロ ー バ リ ゼ イ シ ョ ソ｣ ある い は ｢ グ ロ
- パ

ル 化｣ と言う語句 の定義 は各学問分野 で様 々 され

て い る｡ 本論で は ｢ グ ロ ー バ ル 化｣ に つ い て は以

下 の ような指摘を参照と して い る ｡ ｢ われわれ は

｢ グ ロ ー バ ル 化｣ と い う概念を用 い る こ とは本来

慎重で あ っ た｡ 現代を歴 史的位相に おい て とらえ

る べ き で ある とい う基本認識か らするとい か に多

義的 で あい まい だと して も ｢ グ ロ ー バ ル 化｣ め ぐ

る議論を避ける ことは で きない と考えた ｡ ｢ 国際

化｣ 国民国家を前提と して おり, 国民国家に必ず

しも対立するもの で はな い ｡ ｢ 国際化｣ 国民国家

の 政策目標ともなりうる ｡ そ れに対して ｢ グ ロ
ー

バ ル 化｣ 国民国家を前提とするわ けで はな い ｡ む

しろ 国民国家を解体す る契機を
一 層含ん で い る｡

両者の 違い は国家と資本と の違い と して も説明 で

きる ｡ ｢ 国際化｣ にお い て 国家は資本 の 運動を国

家利益にか なうようか なり統制で きるが ,
｢ グ ロ ー

バ ル 化｣ に お い て は国家の 資本に対する統制は残

存 しながらも, そ の優位性 は相対的に弱く な っ て

くる ｡ こ の 変化はあらゆる社会的 レ ベ ル に影響を

及ぼすように なる｣ ( 小倉充夫 ･ 梶田孝道 『国際

社会 5 グ ロ
ー バ ル 化と社会変動』 東京大学出版

会 2 0 02 年) ｡

(2) グ ロ ー バ リ ゼ イ シ ョ ソ の 波をい か に 自制的に コ

ソ ト ロ ー ル して い く の か ｡ こ の 間 い に 菱尚中の論

文 ｢ グ ロ
ー バ リ ゼ イ シ ョ ソ と ポ ス ト現代｣ は生涯

学習を位置づ け る上 で 参考に な っ た ｡ か れ は ,

｢ ポ ス ト現代｣ を近代一現代 - と継承さ れてく る

歴史 の 流れ とは
一 線を画 した時代と解し ,

｢ 過去

の ア ル カ イ ッ クな遺物は痕跡をと どめ ない は ど
一

括され ,

･ ･ I ･ 帝国主義 の 時代か らさらに多国

間ネ ッ ト ワ ー ク で 結ばれた ｢ 後期資本主義｣ の 生

産様式の段階で は国民国家す ら中心的役割 をはた

しえなくなり
,
空間的距離が消滅して空間の 仮借

ない ｢ 飽和状態｣ が生み出される｣ と して い
●

る ｡

こ の ような グ ロ
ー バ ル 化社会認識の もと , 坂 本義

和の ｢ 世界市場化 - の 対抗構想｣ を ｢ きわめ て注

目す べ き構想｣ と評 価 し つ つ も ,
坂 本 の い う

5

｢『市民社会』 は ど こ ま で 『普遍性』 をも ちう る

の か｣ と疑問を呈 して い る ｡ ｢ 社会に おける ｢ 他

者｣ を識別す るため の 人種! 民族,

エ ス ニ ス テ イ
,

ジ ェ ン ダ
ー

,
セ ク シ ャ リ テ ィ などが 階級的な搾取

と合成され るとき耐え難 い ゆが みをもたらす こ と

に なるが ,
そ う した差異を活用 し, そ の ような構

造化された様式に編集 して い く メ カ ニ ズ ム こ そ グ

ロ
ー バ ル ･ キ ャ ピ タ リ ズ ム に他ならな い ｡ ｣ と い

う認識をもと と し, ｢ 市民｣ - の ｢ 多様な差異の

包摂｣ の 問題性を指摘 して い る ｡ 最後に グ ロ - バ

リ ゼ イ シ ョ ソ に 抗する可能性 を以下 の ように述べ

て い る ｢ こ の せめ ぎ合い の なか で グ ロ ー バ リ ズ ム

を諸個人 や集団が 自分たちの ロ ー カ ル な実践や コ

ソ テ キ ス トを どの ように結び つ け て い く こ とが で

きる の か
,
ある い は グ ロ

ー バ リ ズ ム に よ っ て脱領

域化されて い く地域的な場所をあらたに どの よう

に産出して い く こ とが で きる の か ,
そ の 様式と戦

略が カギ にな っ て い く で あろう｣ (菱尚中 ｢ グ ロ ー

バ リ ゼ イ シ ョ ソと ポ ス ト現代｣ 『グ ロ ｢ バ リ ゼ イ

シ ョ ソ を読む』 ( 状況出版 1 9 9 9 年) 9 - 2 0 頁参

輿) ｡

2 グ ロ ー バル化に対抗する公共文化

(向山 恭 一 )

(り ｢ 学習は自由 へ の道である｣

そ の 含蓄の ある論文 ｢
~
追悼棟械とひ き こ もり｣ の

なか で , 矢部史郎は グ ロ ー バ ル 化が もたら した 教育

的な効果を ｢ ひ き こ もりの 困難｣ に 見 い だして い る
( 1 )

｡ か つ て は ｢ 人生 の仕切り直し｣ で もあ っ た で あ

ろう ｢ ひ き こ もり｣ が人々 に非難され る の は, そ の

行為が われわれ の 社会で は ありえ ない こ ととみ なさ

れ ,
したが っ て生そ れ自体か らの 撤退と恐れられて

い るか ら で ある ｡ われわれ の社会で は, われわれの

生は切れ目の な い時間の連続性を つ うじて捕捉され ,

監視され て い る｡ そ の リ ニ ア な線分に つ か の 間とは

い え断絶を走らせ る こと は, 永遠に ひ き こもら ざる

をえなくなる こ と
,
す なわ ち

,
帰ら ざる人と なる こ

とを意味して い る の で ある ｡ そ して , われわれ の 生

をそ の よう に途切 れなく管理する教育装置 こそ ｢麦'

の おぞ ましい 生涯学 習｣ ( ジ ル ･ ド ゥ ル
ー ズ) に は

か ならない ｡

ド ゥ ル
ー ズ の 管理社会論を援用 しなが ら, 矢部は

こ の ｢ おぞま しい 生涯学習｣ の 本質を グ ロ ー バ ル 資

本主義 の もとで の ｢ 教育環境と職業環境｣ の ｢ ボ ー

ダ レ ス 化｣ に見い だ して い る ｡ そ こ で は, こ れま で
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異質な領域 で あ っ たはずの 学校と企業の , ある い は

学校と地域社会の , ある い は大学と高校の境界線が

消し去さられ
,
そ れ らが ひ と つ の 均質な時系列 の も

とで 再編され つ つ ある ｡ なぜ なら, グ ロ ー バ ル 資本

主義は 固有 の領土 をけ っ し て認 めない か ら で ある ｡

そ れは学校を企業化し, 企 業を学校化しなが ら
,
わ

れわれの生そ の もの を開発し, 搾取する ｡ 労働は学

習となり, 学習は労働となり
,
そ れらはともに共通

の 尺度の もと で 評価される｡ われわれ の 生はすみず

みま で ｢ 勤務評定｣ される の で ある ｡ 変, の すば ら し

い ｢学びの 共 同体｣ の なか で は, われわれはひき こ

もる こ とを不道徳と教えられ
,
共生と共感の うるわ

しい 戯れを つ う じて , たえず ｢視姦｣ されて い る -

- そ の 出 口なき門に はき っ と ｢学習は自由 - の 道｣

と い う ことばが 刻まれて い るはず で ある ｡ ｢ ひ き こ

もり｣ はそ う した ｢ 視姦｣ を拒否する こと で ある｡

そ して , そ れが ｢ 困難｣ で あ る の は
,
そ れが 生それ

自体か らの撤退 で あり, したが っ て死 に い たる行為

で もあるか ら で ある ｡

しか し
,
たとえ死をも っ て して も

,
｢ ひ き こ もり｣

は成就されない で あろう o 矢部は グ ロ ー バ ル 資本主

義のもと で ただひ とつ 固有の領土を認め られた装置

として 国家をとりあげて い る｡ こ こ で の 国家はわれ

われ の 生を統治する行政 装置で はな い ｡ なぜ なら,

そ うした生政治的な機能はす で に 国家の 手をはなれ
,

資本 の手に ゆだね られようとして い るか らで ある ｡

そ こ で , 国家はそ の 固有の 役割をわれわれの 死 の 管

理に 見い だそ うとする｡ そ れは われわれ に死をもと

め る ｢ 戦争機械｣ となり, われわれの死 をたたえる

｢ 追悼機械｣ と して作動する ｡ 新自由主義の 時代に

｢英霊｣ が よみがえる の は不条理 で は ない の で ある｡

とく に矢部が 注目 して い る の は
,
こ こ数年議論 され

て い る
, 靖国神社に代わる ｢ 新 しい 国立戦没者慰霊

施設｣ の 構想で ある｡ 矢部はそ の なか で も, 戦地 で

の 公務死に加 えて
,
そ こ で 亡く な っ た N G O の ボ ラ

ン テ ィ ア
, 私企業 の 労働者も慰霊するとい う ｢ 民間

人 の 合柁｣ 案を ｢ 最も許しがた い 提案｣ とみ なして

い る ｡ なぜ なら
,
こ の ｢ 追悼機械｣ はわれわれ の 死

もまた ｢ 勤務評定｣ し, われわれを ｢ 死姦｣ しよう

とさえ して い るか ら で ある ｡ - 資本はわれわれ の

生を搾取 し, 国家は われわれ の 死をもて あそ ぶ ｡

さ て
,
矢部 に よれ ば

,
｢ ひ き こ も り の 困難｣ は

｢自律の困難｣ で もある｡ 掛ま別 のと こ ろで こ う語 っ

て い る ｡ ｢ ポ イ ン ト に なる の は, 自律と い う こ とだ

と考えて い ます ｡ 自律というの は, 閉じる こ と です ｡

各々 が 閉じて い て
,
別 の 現実を生 きて い るとい う こ

とが, 社会を生み出 して い く条件 に な っ て い る ｡ ･ ･ ･

-

まず人間が閉じて い て
, 閉じ て い るか ら, 関係に

向か っ て 開い て い く こ とが で き る｣
( 2 )

｡ ｢ ひ き こ も

り｣ は自立 して い ない の で はな い ｡ 自立しようと し

て 自立 で きな い と こ ろに ｢ ひ き こ もりの 困難｣ があ

る の だ｡ われわれは大学の ｢ 外部評価｣ と い うもの

が大学の ｢ 自治｣ の放棄で ある こ とをけ っ し て 忘れ

てはならない ｡ したが っ て ,
ボ ー ダ レ ス 化する グ ロ -

パ ル 資本主義 に対抗するために は ,
い たると こ ろに

境界線を引き, 資本と国家に 包囲されない 固有の 領

土 をとりもどす こ とが必要で あろう｡ わた しの生は

わた しの もの で ある ｡ わた しの 死 もわた しの もの
,

せ い ぜ い 近親者の もの で しか ない の で ある ｡

(2) ｢ 非常時｣ と ｢公共の時間｣

ひ き こもる若者が糾弾され , 学ばな い
,
働か ない

ことが反社会的とみなされ
, 青少年の 犯罪が ことさ

ら問題化され る背景に は
, 矢部が ｢ 大人と こ どもの

ボ
ー

ダ レ ス 化｣
( 3 )

と 呼ぶ もの が あ る ｡ 学生 の 企業イ

ン タ ー

ン シ ッ プ
,
児童生徒の職業体験とい うカ リキ ュ

ラ ム が おぞましい の は
,
そ こ に 彼/ 彼女らを安価な

,

正 しく は無償 の 労働力として 動員しようとい う思惑

が感じとられる か ら で ある ｡ ｢ 変, の おぞま しい 生涯

学習｣ が 命じると こ ろによれば, 労働も学習とい う

わけで ある｡ か つ て の児童労働とい う悪夢が 復活す

るの も, そ う遠く ない 将来に おい て で あろう ｡ われ

われに ア フ リ カ の ｢ 少年兵｣ をあわれみ , 彼/ 彼女

らを動員す る ｢ 破綻国家｣ を非難する資格などない

の だ ｡ 今日 , 若者に未来は ない ｡ グ ロ ー バ ル 資本主

義の もとで は, 徳/ 彼女らはどこ に い て も ｢ 見捨て

られた世代｣
( 4 )

な の で ある ｡

米国 の 教育学老
,

- ソ リ ー ･ ジ ル 一

に よれば
,
こ

の ｢ 見捨て られた｣ 若者た ちは今日 - とくに2 0 01

年の 9 月1 1 日以後 - ｢ 頭 の おろそ か な愛国者｣ と

して製造されようと して い る ｡ なぜな ら
,
｢ 教育環

境と職業環境｣ を ｢ ボ ー ダ レ ス 化｣ し, われわれ の

生を切れ目なく管理する グ ロ ー バ ル 資本主義の時間

性 は
, 国家の ｢ 非常時｣ とま っ たく 同じ構造をも っ

て い るか らで ある ｡ ｢ ジ ャ ス ト ･ イ ン ･ 3
,
イ ム｣ に

代表される
,
速度と効率性を重視す る新自由主義の

時間が , 世界を マ ニ 教的に分割す る ｢ 対 テ ロ 戦争｣

の そ れと符合する の も不条理 で は な い ｡ ｢ こ の 非常

時の世界で は
, 政治はた っ た ひ と つ の 正 しい 答え

,

ひ と つ の 選択すべ き立場を断定す る純粋性を帯びる

の で ある｣
( 5 )

｡ も しあらゆるも の が 二 進法的に しか

理解されない ならば, そ こ に は ｢ 熟慮｣ や ｢ 対話｣
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の 入 り こむ余地 はま っ たく残され ない で あろ う｡ そ

して
,
そ の ように デジ タ ル 化され ,

画
一 化された思

考は, あらゆ る もの を善と悪,
ある い は友と敵にふ

りわける こと しか で きな い ,
完全に麻痔した もの と

なる で あろう｡ そ の 意味で は, われわれ の社会の 若

者たちも , 麻薬漬 桝こされた シ エ ラ レ オネ の ｢ 少年

兵｣ と何ら変わらない の で ある｡

こ う した ｢ 非常時｣ の 支配は ,
時間に よる空間の

消去を加速 し, ひ き こ もるた め の 固有の 領土を纂奪

し, われわれの 生をすみずみま で監視す る｡ そ こ で ,

こ の ように脱領土化された 空間を再領土化す るため

に は
,
｢ 非常時｣ の ピ ソ と張 り つ めた線分をたゆま

せ
,
それを しなや か に折り曲げ ,

そ こ に い く つ も の

輪を描き出さ なければならない ｡ ジ ル
-

は そ の よう

に 曲線化された時間を ｢ 公共 の 時間｣ と呼ぶ ｡ なぜ

なら
,
こ の 弛緩された時間は ｢ 非常時｣ にお い て 要

求され る速度を落と し, ｢ 熟慮｣ や ｢ 対話｣ と い っ

た寄り道をす るた めに 立ち止ま る こ とを可能にす る

か らで ある｡ そ し て ,
われわれはそ の ように 曲げら

れ
,
描 か れた輪の なか に , ひ き こ もるた め の , すな

わち
,
自立す る ため の 固有の領土 を見い だす ｡ なぜ

なら ,
｢ 個 人と運動に彼/ 彼女ら の 生を統治する制

度と実力に対 して権力を行使させ うる公共空間が つ

くられるとき, 民主政治と現実性 の ある コ ミ ュ ニ テ ィ

の観念が肯定される｣
( 6 )
か ら で ある｡ そ して ,

ジ ル ー

はそ こ に ｢ 市民教育｣ の 可能性を探りあて る ｡ なぜ

なら , 若者た ちが ｢批判的市民｣ と して成長しう る

の は
, 彼/ 彼女 らに 寄り道 をさ せ , 自ら の 生を自ら

の もの として 学ば せ る ,
そ う した空間に おい て ほ か

ならない か らで ある ｡

かく して
,
われわれ の 生と死は, そ れらを資本と

国家に差 し出す ｢ あ の おぞま しい 生涯学習｣ か ら解

き放たれ , わ れわれ自身の も の と して再領土化され

る ｡ われわれは固有の 領土をとりも どし, そ こ に ひ

きこ もる こ と で 資本と国家か らわが 身を守る こ とが

で きるの で ある ｡ しか し, そ れ はた ん に孤立す る こ

とで はない ｡ もしそ う で ある ならば, われわれは資

本 と国家に より容易に捕らえられる こ とに なる で あ

ろう o ジ ル
-

が ｢ 市民教育｣ を重視する の は, そ れ

が ｢ 私的な問題 を公的な関心に翻訳 し, 公的な争点

を私的な考察に 関係 づ ける こ と｣
( 7 )
を促進する か ら

で ある ｡ 閉じられつ つ 開か れ る こ と, そ して , 開か

れ つ つ閉じる こと ｡ われわれ の ｢ 批判的公共性｣ は ,

そ う した ｢私的なもの｣ と ｢ 公的なもの｣ と の ,
そ

の どちらにも還元されない , 終わりの ない 往還運動

の なか で 培われなければならな い の で ある ｡

7

(3) 闘争する公共文化に向か っ て

｢ ひ き こ もり｣ が忌避されるの は ,
そ れが ｢ 公共 の

時間｣ をともなうか らで ある ｡ こ のゆるやか な時間

はそ こ で の 学習を つ う じて空間化され , やがて グ ロ ー

バ ル な時間性そ の もの を拒否す る 闘争の 拠点となる

で あろう｡ そ の 意味で ,
ジ ル ー の ｢ 市民教育｣ はわ

れわれに ｢ 陣地戦｣ を呼びか け て い る の で ある ｡ し

か し
,
こ の ｢ 公共 の時間｣ が空間化されるため に は ,

そ こ で の学習はあくま で も唯物論 的なもの で なけれ

ばならない ｡ なぜなら, 闘争の拠点とされる空間 は ,

そ の 性質上 ,
物質的に しか 構築されえない もの で あ

るか らで ある ｡ われわれ はそ う した唯物論的な視点

の大切さを , 矢部と山の 手線の 挑発的な論文 ｢ 自家

風 呂
･

自家用車 ･ 自己表現｣ の なか に 見い だす こと

が で きる
( 8 )
0

こ の 論文に お い て , 矢部と 山の 手は ｢ 動員型｣ の

生涯学習に異議を申 し立 て て い る の だが ,
そ れは こ

の プ ロ ジ ェ ク トが ｢個人の自立と社会参加｣ を呼び

か けなが ら
,
われわれ の労働力を行政権力の資源 と

して搾取しようと して い るか らで ある ｡ しか も, そ

れは動員され る市民とそ れを拒否する市民を分断し,

ひ き こ もる者を ｢ 二 級市民化｣ しさ えする差別的な

まな ざ しも内包して い る ｡ そ し て ,
そ こ で は自立 で

きな い
,
ある い は参加 で きない 私的 な理 由は い っ さ

い 無視され, す べ て にお い て 公的な都合が 優先され

る の で ある ｡ 矢部 と山の 手に よれば, そ う して偽装

される公共文化は ｢ 主観的中流たちの ス ペ ク タ ク ル ｣

で しか ない ｡ そ の うえ, おぞま しい こ とに ,
共生と

交流の ｢ フ ェ ス テ ィ バ ル｣ で ゴ ミ拾 い に興じる こ の

｢ 主観的中流た ち｣ は ,
や が て 行政権力の まなざし

で もの を見る ように なり ,
｢ お祭り｣ に 参加 しよう

と しない 隣人, 公共道徳 の おろそ か な若者たちを日

常的に 監視するよう にな る で あろうo

そ こ で
, 矢部と山の 手はあ つ かま しく ｢ 金 の話を

しよう｣ と呼びか ける ｡ われわれがそ こ で もとめら

れるように 自立 し, 社会に参加す る ため に は, い っ

た い ｢ どれくら い の 現金 が支給される必要が あるの

か｣
( 9 )
と ｡ そ して ,

そ うした議論が なされ ない の で

あれば
,
われわれは自らの労働力を断固として ｢ 売

り渋り｣ , ｢ ダ ラ ダ ラ し｣ なければならない ,
と｡ わ

れわれは こ こ に ｢ ひ き こ もり｣ と 同じ戦略を見る こ

とが で きよう｡ なぜなら ,
こ の 呼びか 桝ま ｢ 学習 -

労働 - 奉仕｣ と い う環境の ボ ー ダ レ ス 化を拒否し,

そ の 空隙に グ ロ ー バ ル な時間性 に支配されない ｢ 公

共 の時間｣ を つ く ろうとす るもの で あるか らで ある｡

そ して
,
興味深い ことに , 矢部 と山の 手は ,

そ こ で
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議論され , 実践される ｢ 売り渋りを支えるた め の 生

活条件の 防衛と社会保障の 要求だけが , 地域的な闘

争として 空間化される｣
( 10)
と述 べ て い る ｡ われわれ

は こ の ように ｢ 空間化され｣ た ｢ 地域的な闘争｣ に ,

グ ロ ー バ ル 化に対抗しう る公共文化の 可能性 を見い

だ した い と思う｡

われわれはそ れぞれ 固有の 時間を生 きて い る ｡ し

か し
,
そ の 固有さは曲が りくね っ た時間 の 陰影 にお

い て しか可視化されない ｡ も しわれわれの 時間がま っ

す ぐで
,
い か なる カ ーブ も描か ない の で あれ ば, わ

れわれ は他者に 出会う ことも ,
したが っ て 自他の か

けがえの なさに 気づく こともない で あろう . ｢ わた

し｣ の 生 の 生存と固有性をもとめ る闘争は
,
｢ わた

し｣ 自身の 時間の裂け目に おい て あらわれ る ｡ そ し

て
,
｢ わ た し｣ が 他者と共 闘しうる の は ,

そ こ に お

い て ｢ 公共 の 時間｣ を分か ち合い
,
共通 の 正義 の感

覚を養う こ と が で き る か らで ある ｡ 公共文化と は

｢ わた し｣ か ら隔て られた , ど こ か別の と こ ろに あ

る もの で は ない ｡ そ れは ｢ わた し｣ の 時間に うが た

れた空隙に あらわれ
,
そ こ で ｢ わた し｣ を ｢ だれか｣

に引き合わせ , われわれに ｢ わたし｣ を悩ませ る問

題が か ならずしも私的なもの で はない ことを学ばせ
,

それを公的に解決するための 共闘を呼びか ける ,
ロ

ー

カ ル で 多元的なもの で なければならな い の で ある｡

一 闘 い は つ づ く, ア ･ ル
ー タ ･ コ ン テ イ ヌ

-

ア !
( ll)

注

(1) 矢部 史郎 , 山 の 手線 『愛と 暴力の 現代思想』

( 青土社,
2 0 0 6 年) 1 6 4 - 1 7 3 頁 o

(2) 『愛と暴力の 現代思想』 4 9 頁 ｡

(3) 『愛と暴力の 現代思想』 1 6 0 頁 ｡

(4) H e n r y A , G i r o u x
,
T h e A b a n d o n e d G e n e r a-

ti o n : D e m o c r a c y B e y o n d th e C ult u r e of F e a r ,

P al g r a v e M a c m ill a n ,
2 0 0 3 .

(5) T h e A b a n d c m e d G e n e r ati m
, p p . 1 2 - 1 3 .

(6) T h e A b a n d o n e d G e n e r ati m , p . 1 0 .

(7) T h e A b a n d t m e d G e n e ra ti m , p , 35 ,

(8) 突部史郎, 山 の 手線 『無産大衆神髄』 ( 河出書

房新社
,
2 00 1 年) 6 0 - 7 0 頁 ｡

(9) 『無産大衆神髄』 6 3 頁 ｡

;lO) 『無産大衆神髄』 6 9 頁 ｡

(ll) ソ ウ ル ･ フ ラ ワ ー ･
ユ ニ オ ン ｢ 完壁な朝 ア ･

ル ー タ ･ コ ン テ イ ヌ -

ア ! ｣ 『ロ ロ サ エ
･ モ ナ ム ー

ル』 ( B M t u n e s
,
2 00 5 年) ｡

3 グ ロ ー バ ル社会と学校教育の課題 と して の

共生文化創造 一

社全科教育の立場か ら
-

(宮薗 衛)

筆者は ,
か つ て

,
グ ロ ー バ ル 社会を生きる生き方

の
一

つ の 有力な知恵 が ,
｢ 共生｣ の 価値 ･ 文化で あ

るとの 考えを論じた ｡ 今もそ の 考えに変わりは ない ｡

本論 で は ,
グ ロ ー バ ル 社会とはい か なる社会で あ る

か
, 何が 問題となりうる の か を多面的に洗い 出 した

上 で
,
グ ロ ー バ ル 社会に おい て ｢ 共生｣ の 価値 ･ 文

化の実現 ･ 創造が 必要な こ と
,
ま た そ の ため に有効

と考えられる複数の ア プ ロ ーチ の 意義に つ い て社会

科教育 の立場か ら論じる ｡ そ れ によ っ て
,
筆者の 本

連載企画 に おける責を果たそ うと考えて い る ｡

(り グロ ー バ ル社会の課題と L ての共生文化創造

の意義は どこ にあるのか

① グロ ー バ ル社会とはいかなる社会なのか

グ ロ ー バ ル 社会とは い か なる社会か ,
そ し て そ こ

に ど の ような課題があり , ま た そ れに どう向き合 っ

て い 桝まい い の か ｡ そ の ためには , 教師自身が現代

社会に 向き合い , 自らそ の 現実を読み解い て い く作

業を必要 とする ｡

こ の 課題に関して
,
嘗て上原専禄は次 の ように述

べた ｡ ｢ われわれは どうい う歴史的現実 の なか で 生

きて い る の か
, 我 々 が教育や学問活動を通 じて働き

掛けて い く歴史的現実と はどうい もの か , と い う こ

とを考え る こ とが 大切 に な っ て きた ｡ ･ - わ れわれ

がや らなければならない 方法と して 私 の提 唱 した い

の は
, 自分自身で 世界史像を創造的に 描い て い き

,

そ の 過程の なか で
,
われわれが 身体で は体験 して い

る問題 の 形をは っ きりさ せ て い くと い う こ とをや る

べ き で は ない かと い う こ と です｡ 世界史像の 自主的

で 創造的な形成 の 過程で , 体験的 に感得した問題 の

性格や位置をは っ きりさせ て い くとい う仕事をや る

べ き で はない か｣
( 1 )
｡ ｢ われわれに と っ て 必要な世

界史的認識とい うも の は , まさに今日 の 問題情況
,

まさに われわれ の 生活意識に よ っ て媒介されたも の

で あると同時に
,
逆 に そ の 生活意識に自己反省を つ

ねに迫る ような -

そ の ような構造や体系や 視角や方

法に おける 世界史｣
( 2 )
で あると ｡

半世紀前の もの で あるが ,
こ の 間 い か けは , 決 し

て古び て は い な い ｡ 日常世界の 中の 私的な気づ きや

問題意識を
,
科学的に探究 して 公的課題と して掘 り

下 げる こと を通して
,
自己 の 世界史認識や世界史像

を鍛えて い く学びを求め て い る . 今日 の社会と向き
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合うに あた っ て も, 大切に した い学び の姿勢で ある ｡

で は
,
グ ロ ー バ ル 社会はどの ように読み解ける の だ

ろうか ｡ 問題意識の レ ベ ル で はあ るが ,
発 つ か 挙げ

てみ る｡

グ ロ ー バ ル 社会は多様な側面を持 っ て いる ｡ 先ず ,

そ れはもの ･ 人 ･ 金 ･ 情報が 国境を越え て地球規模

で 展開し, 地球規模で の経済交流と発展が志向され

る時代で あると捉え る こ とが で きる ｡ 旧 ソ連を中心

とする社会主義国家の 崩壊がもた らした地球規模の

資本主義市場化 によ っ て , 人 々 の 経済活動 の場 が拡

大 し, 普通の 市民 も国境を超 えた旅行等を 日常的に

行えるように な っ た ｡ 国境の壁は低くなり , 経済活

動の 自由度が増 した よう に見える｡

だが
,
そ れは新た な対立や車L 蝶を地球規模 で 生み

だす時代で ある とも捉 える こ とが で きる ｡

例 えば , 特定 の宗教 ･ 民族 ･ 文化が自己主張 し,

時に力ずく で他を排 除する紛争の 時fE と い う捉え方

がで きる ｡ 冷戦構造崩壊後に噴出 して きた民族 ･ 宗

教間の 対立 ･ 紛争 ･ 殺教は, 多く の 死や 貧困を生み

だ し
,
また民族間 ･ 宗教間の 憎しみや憎悪をか き立

て て もい る ｡ ブ ッ シ ュ の 仕掛けたイ ラク戦争は, イ

ラ ク国内の 宗教対立を呼び起こ し, 未だに安定した

国家再建 - の 道筋は見えない 状況に あ る｡

も の
･ 人 ･ 情報 ･ お金が国境を超えて行き交う経

済の グ ロ
ー バ リ ゼ

-

シ ョ ソ は
, 地球規模 の資本主義

経済化を出現させた ｡ しか し, 世界の 全て の 人 々 が

そ の 恩恵に あずかれ るわけ で はない ｡ 経済的貧困
･

飢餓に苦しみ ,
幼く して 命を奪われて い る子 どもた

ちが世界に多くい る こと も事実で ある ｡

また
,
グ ロ ー バ ル 社会は, ソ フ トなナ シ ョ ナ 1) ズ

ム の グ ロ ー バ ル 化現象を促進す る社会で あると捉え

る こ ともで き る ｡ そ れは , 紛争 ･ 戦争とい う事態に

ま で い た っ て は い な い が ,
ソ フ ト で 穏やか な形で ,

しかもそ れ故に 日常生活の中で人々 の意識を絡め取 っ

て い く形をと っ て い ると こ ろに特徴があ る ｡ 国家の

歴 史 へ の 回帰現象が指摘された の は, 冷戦崩壊後の

こ とで ある ｡ 東西対立 が解消し対立 の ない 安定した

世界の 到来が 夢見られた が, 現実はそ うで はなか っ

た ｡

グ ロ ー バ ル 化 の 裏腹として , 或 い は グ ロ ー バ ル 化

が 進め ば進ほ ど自国文化 ･

自民族 の文化 を見 つ め 直

して ナ シ ョ ナ ル なも の を求める傾向が顕在化して き

た ｡ 日本 の国家の 正史に共感を寄せる人々 が現れ て

い る の もそ の
一

例 で あ る ｡ 自己 の 生き る社会の 文化

を深く知 る こ とは ,

一

般 的に は決 して 否定される べ

きもの で はない ｡ だ が , 国家の 正史 - の 傾斜は , 価

9

の 価値や見方を否定 し排除す る傾向を有す ると こ ろ

に特徴がある ｡

も っ と 日常的な生活 の 中に で も, 私 た ち の ナ シ ョ

ナ ル ･

ア イ デ ソ テ ィ テ ィ を呼びさま し
,
そ の 意識を

喚起する装置が広く定着しつ つ ある社会で あ ると捉

える こ ともで きる ｡ ス ポ
ー ツ そ の もの は , 本来的に

ナ シ ョ ナ リ ズ ム の 性質を持つ も の で はない ｡ ス ポ
ー

ツ の 熱戦に感動す る こ とは しば しばある ｡ しか し,

国境を越えて 地球規模 の 人々 が同時に 同じ競技を ,

敵味方の立場 か ら観戦す る機会 ･ 場 を提供す る装置

と して の マ ス ･

メ デ ィ ア の 発達は
,
定期的 で 継続的

に開催される世界規模の ス ポー ツ の 祭典を ,
そ れぞ

れ の 国民の ナ シ ョ ナ リ ズ ム 意識酒養と再確認 , 他国

民に対す る感情昇華の 場 ･ 機会と機能せ しめ て い る ｡

｢ t v a s a h i 日本全国 の み なさん サ ッ カ ー 日

本代表に 力の 限り熱い 声援を ! 日本 V S ク

ロ ア チ ア｣

これ は, 6 月1 8 日 ( 日) 『朝日新聞』 朝刊 の 第3 6

面 ( い わゆ る テ レ ビ番組欄) に 6 段 で掲載された カ

ラ
ー

の コ マ
-

シ ヤ ル 記事で ある ｡ サ ッ カ ー 日本代表

へ の 声援を求め る メ ッ セ ー ジが ,
テ レ ビ局か ら ｢ 日

本全 国の み なさん｣ に向けて発せられて い る ｡ 既に

日 本で 生活する人々 の 1 % 以上 ( 2 00 4 年 の外国人登

録者数1 9 7 万人) が 外国籍で ある とい う事実に も拘

わらず｡ ( 新潟県十 日町市民が 日 本と ク ロ ア チ ア 代

表を応援 した ことは ,
地域の生活の 中に ナ シ ョ ナ ル

な壁を越 える生 き方が根づ い て い る こ とを示 して い

る ｡)

こ れ以外に も, ワ ー ル ド ベ ー ス ボ ー ル ･ ク ラ シ ッ

ク で の 日本活躍 とイ チ ロ
ー 選手 - の注 目などは ,

マ

ス メ デ ィ ア を通 して語られるとき ,
ナ シ ョ ナ ル な

一

体感創出の メ ッ セ
- ジ とし て 送り届けられて い たよ

うに 思われ る ｡ こ の ように , 現代社会に おける私た

ちの 日常生活は, 数年間隔で定期的に 開催される様々

な世界的規模の ス ポ
ー

ツ ･ イ ペ ソ ト ( 競技) を通 し

て
,
国民と して の ア イ デ ソ テ ィ テ イ ( ナ シ ョ ナ ル ･

ア イ デ ソ テ ィ テ イ) を自覚化させ るメ デ ィ ア 装置に

取り囲まれて い る ｡

② ｢共生｣ とは いかなる価値
･ 生き方か

こ の ような対立
･ 紛争, 構造的差別等 の 問題や 内

向きの ナ シ ョ ナ リ ズ ム へ の 傾斜が ,
グ ロ ー バ ル 社会

と言われる現代社会に は, 時と してみ られ る o 共生

の価値 ･ 文化の 実現に 向けた取り組み は, そ れ故に

一

つ の 大切 な価値と して追求されなければならない

だろう｡
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民主主義社会は多様な価値 ･ 生き方を尊重す る こ

と の 上に成り立 っ て おり
,

一

つ の 生き方を唯
一

絶対

の もの とする こ ととは相反す る ｡ ｢ 共生｣ も
一

つ の

生き方で あり , 万能で はない ｡ しか し
,
グ ロ ー バ ル

社会にお ける人間の 生き方の 知恵と して教育実践に

根付か せるため の 努力を傾けるに 値する有力な生き

方で あると考える ｡

で は
, 共生とは い か なる価値 ･

理念, 生 き方なの

か ｡ 小田実の 次の 定義は分か りや すく ,
よく整理さ

れ て い る ｡

｢ 人間ひとりひ とりの い の ちと自由を大事に して

くれ る社会 - そ の基本に あるの は , 人間全て 対

等, 平等で あ るとい う認識で あり
,
そ の 認識を

保障 してく れる制度 です｡ ･ - こ う したお互 い

自由で , 平等な人間同士が ともに生 きて い け る

社会
-

それが共生社会, ある べ き共生社会｣
( 3 )

で あると ｡

｢ 共生｣ は ,
時に ｢ 多文化共生｣ とほぼ 同義語に

使われ る ｡ 多文 化共生と は人権尊重 ･ 人間尊重 の 思

想を基本と して
, 多様な文化的民族的背景を持つ 異

なる他者の 存在とそ の 価値を認め ,
そ れ らの 他者と

の 関係を対等なもの と して 創造 ･ 発展さ せて い く実

践的営み の過程 で あると定義される｡ そ れは
,
様 々

な集団や 個人間の 多様性や 差異を認 め尊重 し, 一 人
一

人 の個と して の 尊厳を尊び差別や偏見か らの解放

を目指す営み で ある｡ 共生は
,

一

人
一

人 の 人間の 人

権と人間と して の 尊厳性を確か なもの に しようとす

る価値 ･ 文化
,
生 き方な の で ある ｡

現代で は, ｢ 共生｣ は様々 な観点か らそ の 意義が

注 目され て い る ｡
一

つ は
,
｢ 差別 ･ 抑圧 ･ 不 平等か

らの解放として の共生｣ で ある ｡ 現実の 上下
,
支配 ･

被支配
,
差別 ･ 被差別 の 関係を対等 で対称的な自立

の 関係に組み替えて い く作業を伴うも の で ある ｡ 個

人や集団を差別 , 抑圧, な い しは同化の 対象とされ
,

そ の 人権を正当に 扱われる こと の 無か っ た人 々 の 権

利回復とい う側面が 注目される ｡

もう
一

つ は
,
グ ロ ー バ ル な危機解決の た め の 知恵

と して の 共生 で ある｡ 冷戦構造崩壊後の 民族 ･ 宗教

問の対立 ･ 紛争 ･ 殺戟は, 多くの 死者や貧困を生み

だ し
,
お互 い の憎 しみや 憎悪を掻きたて て い る ｡ ま

た
, 南北格差は なか なか 解消されず

,
｢ 構造的暴力｣

の もとで 生存と生活が脅か されて い る人は
,
決して

無く ならない ｡ そ して ,
そ の ｢ 構造的暴力｣ の 中か

ら戦争な どの ｢ 直接的暴力｣ が生まれ る危険性は常

に苧まれて い る｡ グ ロ ー バ ル 化する中で , 人々 の 生

存や持続可能な社会を維持 ･ 発展さ せるために は
,

一

人
一

人 の 人間の 命の 尊厳性を基盤 に して , 異質な

他者が時に は車L蝶と摩擦を含み なが らも
,
互 い に折

り合い を付け て共 に生 きて い く関係を築け るように

なる の で なければ , 人額の 生存 ･ 持続可能な社会は

展望 で きない の で はない か ｡ そ こ に ,
グ ロ ー バ ル 社

会における 生き方と して の共生 の 持 つ 意義 ･ 価値が

ある ｡

(2) 共生に向けて国境を超える国際 ｢ 理解｣ ･ ｢ 交

流｣ ･ ｢ 対話｣ の アプロ ー

チ

共生社会創造に 向けて の 一

つ の ア プ ロ ー

チ は
, 共

生 の パ
ー

ト ナ ー に なりたい 他者 ( 他国民 ･ 異文化)

を知る こ とで あり
,
また国境を超え て お互い に交流

し
, 対話す る こ と で ある ｡

そ れらの 取り組み の ベ ー

ス にあるも の は
,
国家間

の 政治的な共 同性 を直接的に 目指すも の で はなく ,

人間が等しく持つ 自然権として の 生存権とい う普遍

的価値の実現の た めに
,
教師 ･ 教師集団が日 々 努力

す る営み の 上 に築か れ て い る ｡

① 国際理解アプロ ー チ

こ れは, 通常の 教室の中で 取り組まれる もの で あ

り
, 最もポ ピ ュ ラ ー

な取り組み で あ る ｡ 多く の 教師

は
,
教室の 中で勝負する こ とが 求め られる し, 教材･

教育内容に多様な世界の 出来事や生 き方を取り込み ,

そ れらを通 して 児童 ･ 生徒の 目を世界に 開く こ とを

目指して い る ｡ 現行の小 ･ 中学校社会科カ リ キ ュ ラ

ム で は
,
世界 - の 窓 口 は狭く限定され て い る ｡ 国際

理解の ア プ ロ ー チ を総合学習等にお い て も採り入れ

る こ とが 望まれる ｡

② 国際交流アプロ ー チ

近年は , 共 生 の パ
… ト ナーとなりた い 他者 ( 他国

民 ･ 異文化) の もとに出か け
,
直接的 ･ 人的交流を

図り
,
人間と人 間の 繋が りに よる共生 の粋を深めよ

うとする試み が なされ るようにな っ て い る｡

例えば, 筑波大学 ･ 谷川彰英研修室で は過去1 0 年

間にわた っ て大学院授業の 一 環と して
,
韓国授業研

修旅行に取り組ん で きた｡ こ れは , 人的交流の みを

目的とする の で はなく
, 韓国の 学校 で 筑波大学大学

院生が授業を行い , そ れを通 して 日本理解や韓国理

解を試みたも の で ある｡ また相庭和彦を中心に して
,

新潟県の 教職員や 学生が中国 の教職員と交流し, 揺

業実践を行う取り組みも これに あたる ｡ ｢ 交流｣ と

｢ 理解｣ ア プ ロ ー チ が組み込ま れて い る ｡
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⑨ 国際対話アプロ
ー

チ

これは
,
歴 史教科書研究な ど

,
歴史研究者や歴 史

教育実践者が 中心と な っ て ,
日韓 ･ 日中 の歴 史教科

書の在り方に つ い て , 相互に 意見交換しそ れぞ れの

理解を深め る ｢ 対話｣ の パ イ プ を作るもの で あ っ た｡

筆者も嘗て ,
上越教育大学の加藤章 ･ 二 谷貞夫民 ら

と日韓歴史教科書研究に 取り組ん だ ｡ 歴史教科書研

究を通 して ,
日韓相互 の 歴史認識や歴史意識を分析

し
, 批判的に検証しあう営み で ある ｡

こ れら の ア プ ロ
ー チ は

, 国境を超え て の人的交流 ,

相互対話, 相互理解を深め ようとするも の で ある ｡

(3) 共生社会の 実現 に向けて自国の 国境の壁

を切 りひらく可能性はあるか

第 1 節で 見たように , 他国民 ･ 他民族と の共 生の

ため に は
,
｢ 国際理解｣ ･ ｢ 国際交流｣ ･ ｢ 国際対話｣

の ア プ ロ ー チ が ある ｡ こ こ で は,
一

人
一

人 の 人権や

命の尊厳性 の 確保とい う観点か ら, そ れを無意識の

う ちに あ る い は 意識的 に 阻 む機能を果た して い る

｢意識や制度の 中の 国境｣ の 壁を切りひ らく ア プ ロ
ー

チ の事例を 2 つ 取りあげる ｡ そ れらは, 戦争の犠牲

者に対す る歴史認識の 質を問うも の と, 戦争責任 ･

戦後補償の在り方の 問題を問うも の で ある ｡

① 国境を超える戦争の記憶の仕方

こ れは, 筆者が 取りあげて きた沖縄 ｢ 平和の 礎｣

の 刻 銘方法を巡 る ,
戦争の 記憶の 仕方の 問題 で あ

る
( 4 )

｡

一 般に
,
近 代国民国家で は自国の 戦死者は

記録 ･ 記憶に残すが , 敵対した他国民を記録 ･

記憶

に残し, またそ の 死や犠牲をい たむ こ とは行われ て

こ なか っ たと い う ｡ そ こ に は
,
｢ 意識 の 中の 国境｣

に よる自国民と他国民と の 間の 差別と , 自国民 の 囲

い 込みと他国民の 排除と い う , 歴 史認識 ･

歴 史 の記

憶の仕方における極 めて 単純明快な方法が とられが

ちで ある ｡

筆者が取りあげた沖縄 ｢ 平和 の礎｣ は, そ の常識

をつくが えすもの で ある｡ それは, 沖縄戦で亡くな っ

た 全て の 戦没者を刻銘するもの で ある｡ 国境 ･

国籍

に関係なく ｡ 韓国 ･ 北朝鮮 ･ 台湾 ･ イ ギ リ ス ･ ア メ

リ カ の 国 ･ 地域の 犠牲者も, 沖縄県民 ,
日本軍兵士

と共に ,

一

人
一

人 の 名前で 刻銘され て い る ｡ ( 今年

もまた, 6 月2 3 日 に 追加刻銘がなされた｡ )

従来の 戦争の 記憶 の仕方を打ち破り, 敵味方が
一

人 の 人間と して , 共 に沖縄戦の 犠牲者として 記録 ･

記憶され ,
そ れを媒介に して , 戦争の事実を巡 る多

l l

様な対話の 可能性 を模索して い る ｡

(多 国境を超える戦争犠牲者の人権回復の仕方

鹿児島大学梅野正信氏は
,
裁判判決文教材化の 視

点と して , 自然権と して の 自由権と生存権が , 裁判

を通 して どの ように獲得され つ つ あるの かを学習さ

せる授業づく りにと りくん で い る ｡ 『裁判判決で 学

ぶ 日本の 人権』 ( 明石書店,
2 0 0 6 年) で は ,

｢ 被爆

者は どこ に い て も被爆者 一 在韓被爆者の 地位確認等

請求｣ , ｢ 軍人 ･

軍属 ･

軍隊慰安婦と日本政府の 責任一

戦後補償裁判｣ を取りあげ ,
日本の 国境以外の 人々

が戦後補償 の ワ クか ら外され , そ の人 々 の 人権が 保

障され て こ なか っ た こ と ,
つ まり ｢ 国境で 人権が留

め られて きた｣ こと ,
そ し て そ れに 司法判断で 僅か

で はあるが風穴 が開けられ つ つ ある とい う事実を学

ば せ る こ とに取り組ん で い る ｡

筆者の ア プ ロ ー チ が沖縄県と いう行政の 取り組み

の 背後に ある歴史認識の 在り方やそ の 質に焦点化し

て い る の に対 して
,
梅野氏は司法判断に よる外国人

の 人権救済とい う取り組み に 焦点化して い る ｡ そ し

て
, 共 に 日本の戦争に関わ っ た

一

人の 人間と して の

命の 尊厳性 と人権の 回復に と っ て ,
｢ 意識の 中の 国

境｣ に 風穴を開ける必要性を示 して い る｡

｢ 共生｣ は,
一

人
一

人 の 人間の 命の 尊厳性とそ の

人権保障とい う視点を持つ ,
そ の こ とに よ っ て ナ シ ョ

ナ ル なも_
の に よ っ て 区別 ･ 差別 ･ 排除され る こ と の

問題点を問 い か ける姿勢が
,
つ らぬ かれ て い る ｡ グ

ロ ー バ ル 社会に ｢ 共生｣ の 価値 ･ 文化創造を育む こ

との 必要性が こ こ に示 されて い る ｡

読

( 1) 上 原専禄 ｢ 現代日 本 に お け る 教育 の 課題｣

( 『歴史意識に立 つ 教育』 国土社 1 95 4 年) 19 頁 ｡

( 2) 同 上 1 0 頁 ｡

( 3) 小田実 『｢ 殺すな｣ と ｢ 共 生｣』 ( 岩波 ジ ュ ニ ア

新書,
1 9 9 7 年) , 1 0 9 - 1 1 0 頁｡

(4) 以下の拙論等を参照 の こ と｡

･ ｢ 沖縄 『平和の礎』 は海を越 える - 平和創造に

向けて 国家 ･

民族の 壁を越える歴史の 対話と共

生 の 作法｣ ( 二 谷貞夫編 『2 1 世紀の 歴史認識と

国際理解』 明石書店,
2 0 0 4 年) 価




